
第431回地惑セミナー ニューカマーシリーズ
⽇時︓7/29(⾦) 13:00~

場所︓ELSI-1 MISHIMA ホール＋Zoom
※Zoomのリンクはメーリスでお伝えします

講演者１︓⾠⾺未沙⼦（奥住研PD）
シミュレーションで探る

ダスト集合体の強度と惑星形成への⽰唆

惑星科学の⽬標の⼀つは、原始惑星系円盤や
太陽系内天体の観測結果と整合的な惑星形成論
を確⽴することです。惑星形成はサブミクロン
サイズのダスト粒⼦からの固体成⻑過程と
捉えることができます。ダスト粒⼦は分⼦間⼒
や⽔素結合により付着し、⾮常に隙間の多い
ダスト集合体を形成します。本講演では、私が
これまで⾏ってきたダスト集合体の強度計算
と、そこから得られる惑星形成への⽰唆につい
てお話しします。

講演者2︓⼭本⼤貴（中本研PD）
初期太陽系環境を模した条件での

化学反応速度実験: 原始太陽系円盤の
物理化学条件

ガスと固体微粒⼦からなる原始太陽系円盤
は、様々な化学的・物理的過程を通じた惑星
材料物質の誕⽣・進化の場として、太陽系天体
の進化を⼤きく左右します。本講演では原始
太陽系円盤を理解するためにおこなっている、
室内実験の結果について紹介します。


